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Abstract

It is he■ recognized that there is an optirnum separation bet、 、アeen t、、アo para■el plates of

hollow― cathode in order to establish a honow― cathOde discharge(HCD) However,when
inter― electrode separation is reduced、 、アe■ below the optirnuHュ separation,郡re have First Observed

that the merged negative glo、 、's of the hollo部ァーcathode discharge is pushed out郡 ァard froHi the

inter― electrode space and the maintaining v01tage is increased

Experilnents are carried out in a Pyrex― glass discharge tube of 76 rnHュ (od),wvhich has a

cathode of t郡 ァo para■el discs of Al and a ring― shaped anOde  Varying the operating pressure

fron■ l to 10 Torr of gas(Ar,Ne,N2), ｀`アe have observed the existing separation of this discharge

as a function of the pressure  The second experilnent,the radial distribution of the discharge

current has been carried out using the segmented disc― cathode  FrOm the observation it is seen

that the outmost segment dra、 、アsa■ of the discharge current  ln order tO sustain the discharge,

there must be sufncient number of ionizations、 、アithin the cathode fa■  region  Therefore, in

order to fulfill the requirement the cathode fall is formed obliquely and electrons are accelerated

obhquely so that electrons win take longer path

1。 ま え が き

ホロー陰極放電は,冷陰極グロー放電に比べ

て維持電圧が低いことと発光強度も強いなどの

特長を持っている。これらの特長を利用して,古

くから高密度プラズマ源とか,分光用の光源と

しての利用が多い
1)。 また最近では,プラズマプ

ロセシング用の放電源として注目されている。

冷陰極を用いたグロー放電では,維持電圧の

大部分は陰極降下部に現れることと,グロー放

電維持のための最重要部分であるという理由か

ら陰極降下の理論的取り扱いは多い
2)。 また,陰

極降下を表現する3つ のパラメーターとして
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は,陰極降下電圧,電流密度と陰極降下部の厚

みとがある。グロー放電の他の形態としては,ホ

ロー陰極放電がある。この放電は,通常,陰極

の形状が,空洞の円筒,空洞の球状または,2枚

の平行平板などを用いて得られる。また,2枚の

平行平板電極の間隔を順次狭くし,対向する両

陰極前面の負グローが融合する程度までに両陰

極を近づけると,陰極の電流密度は増加する。同

一維持電圧で 1～2桁電流が増大する①このよう

な現象は,希有ガスのみならず,分子状ガスで

も観測されている
3～ 5屹 また,同時に融合した負

グローからの発光も強くなる。これを用いて,分

光用の光源として用いられている。ところで,両

方の負グローが融合した状態より更に間隔を狭

くするとどのような放電形態が得られるかにつ

いてはこれまで知られていなかった。今回は,こ

の点に着目し,こ のような狭陰極間隔における
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